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まちづくりの推進体制第6章

地区内の多様な関係者が、相互に連携、協力して取組を進めていくため、エリアプラットフォーム「大門・
丸之内  未来のまちづくり」が活動基盤となります。

初期段階では、エリアプラットフォームの実行チームが進める実験的な取組や美化活動、情報発信などのほ
か、各構成員独自の取組として、関係者の発意により直ちに取り掛かれる事から始めます。

エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」は、この未来ビジョンに基づき、具体的な取組の
計画、実行、評価や改善を進めていきます。また、進捗や時代に応じたビジョンの見直し、改訂についても、エリ
アプラットフォームが所要の手続きを行います。

１.エリアプラットフォームの構成と実施体制 ２.初期段階の展開

３.エリアプラットフォームによる未来ビジョンの管理

（２）未来ビジョン実現に向けた進め方のイメージ

（１）初期段階の展開イメージ
エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」

構成員　まちづくり会社、商工団体、商店街、自治会、企業、市民参画者、行政機関　

全体会議

実行チーム

実行チーム

各構成員

賛助会員

賛助会員

重要な意思決定及び構成員同士の情報共有の場として構成員全員で組織
（取組の検討・調整、予算・決算、未来ビジョンの改訂、情報共有　等）

活動を機動的かつ柔軟に進めるため、構成員の一部により組織
（AP全体で進める取組や構成員同士で連携する取組の実行部隊。若手等で構成。
事業によっては、賛助会員等も参画）

情報共有、取組の連携・協力、目的に賛同した独自事業の実施　　※AP:エリアプラットフォーム

APの目的に賛同し、未来ビジョンの実現に向けてAPと連携して活動する意向のある組織等

オブザーバー
（専門人材等）

必要に応じて
助言又は
支援を行う。

AP全体で進める取組
構成員同士で連携する取組の実施
APの取組の一環として
主体的に独自の取組を実施

APの趣旨に賛同した独自の取組の実施

事業実施主体 事業実施体制

※実行チームは、必要に応じて複数編成

全体会議

実行チームA
（例：社会実験）

実行チームB
（例：清掃活動）

実行チームC
（例：情報発信）

全体会議
（重要な意思決定・情報共有の場）

・取組の検討･調整
・予算･決算
・情報共有 等

実行チーム
・ＡＰ全体で進める取組の実施
・構成員同士で連携する取組
の実施　等

各構成員
・独自の取組の検討
・独自の取組の実施

取組への支援

独自の取組の提案
取組の実施報告

独自の取組への支援
情報共有・情報発信

取組実施時の連携・協力

必要に応じて助言や支援参画

取組の実施報告
取組の提案

取組の連携・協力、独自の取組、情報共有

未来ビジョンの実現に向けて取り組む

エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」

賛助会員 オブザーバー
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大門・丸之内地区の将来像
人が集い、交流、
活動できるまち

楽しく歩いて
回遊できるまち

エリア価値の
高いまち

魅力情報が
発信されるまち 持続可能なまち
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